
講師：木下浩良 高野山大学総合学術機構課長 

かつて丹生都比売神社の輪橋のたもとにあった中世の

五輪卒都婆や『紀伊国名所図会』に「梵字石」として描

かれた光明真言板碑などを紹介いただくとともに、現地

見学によって高野修験と大峰大先達さらに葛城大先達と

の関わりについてわかりやすく解説いただきます。 

日 時：６月３０日(日) 講演：1３時３０分～１４時１０分頃（受付１３時～） 
       現地見学：１４時３０分～１５時頃 

場 所：かつらぎ町天野地域交流センター「ゆずり葉」(かつらぎ町下天野930) 
及び石造五輪塔卒都婆群現地（丹生都比売神社境内の東部） 

対 象：会員及び一般（先着４０名 先着順、予約制） 
申 込：電話・Ｅ-mailのいずれかで住所・氏名・電話番号をお知らせください。 
協力金：５00円（資料代等） 
申込・問合せ：高野七口再生保存会事務局 

電話 08014340985 E-mail kouya7kuti@ares.eonet.ne.jp 
※当日10:00 現在で、現地に気象警報が発表されている場合は中止します。荒天や

地震・事件・事故などにより中止・中断になる場合があります。 

ホームページ http://www.kouyananakuchi.jpにて中止のお知らせをします。 

 
題字 弘法大師空海 筆 「聾瞽指帰」より                 高野七口再生保存会 

  天野の石造五輪卒都婆群 
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